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長崎大学留学生センター紀要 第9号 2001年 99
2-3 渡 目前オリエンテーション
｢日本での生活 と勉学｣ と題 して､渡目前オリエンテーションを大使館で行
っている｡ 日本留学経験者から話を聞 くなどの 1日のプログラムである｡
2-4 帰国留学生の組織
帰国留学生の組織であるJUGAMOがあり､名簿を作ったり､集まりをもっ







































































1年生は､文法 ･語嚢を5コマ､会話を2コマ､漢字を 1コマ､計 8コマの
日本語の授業をとっている｡ 1コマ80分の授業である｡ 2年生は､文法 ･語嚢
を2コマ､読解を2コマ､作文を1コマ､会話を3コマ､漢字を1コマという
スケジュールである｡ 3年生になると作文 1コマ､読解 4コマ､聴解 1コマと
なる｡ また､これらに日本史､日本事情､日本語教授法 を各 1コマ学んでい
る｡
教材 として､F日本語初歩』 と 『日本語中級 I』､F日本語表現文型中級 Ⅰ､














































































































訪問ができたとは思えない｡この場 を借 りて感謝 したい｡
なお､正確を期すために､主な訪問先に記述内容についてのチェックをお願
いした｡多忙の中､チェックをして くださった方々にもお礼を申し上げたい｡
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